平成３０年度　放課後子ども教室の活動開始にあたって
１　コーディネーターの設置について
　　各教室ごとにコーディネーターを置くことになっています。児童館長を充て職ということで、お願いします。
２　ボランティア名称の変更について
　　　○　これまでの「安全管理員・学習アドバイザー」を「教育活動サポーター」と改称
　　　　　「教育活動サポーター」
安全管理面　　　　 ：主に子どもたちの安全管理をサポートする。（活動の安全管理）

　　　　　　学習アドバイザー面 ：主に子どもたちの学習をサポートする。　（講師等学習のリード）　　
３　予算の執行にあたって

（１）謝金について　

○　単価・人数・時間を明確にして、支払いをしてください。
　例１　５００円×３人×２時間＝３，０００円

　例２　４５０円×３人×２時間＝２，７００円

　例３　７００円×１人×３時間＝２，１００円　　　　＊単価は１時間あたり
○　教育活動サポーターの謝金は、年間実施日２５０日未満、１日あたり４時間以内（準備及び片付けを含む。休業日等で特に必要な場合は、８時間以内。）、時給単価７００円が補助対象の上限です。

（２）研修会旅費について　　　　
　　 ○　県が指定した研修会のみが補助対象となります。したがって、読み聞かせなど参考になる

よい研修であっても残念ですが、補助対象外ということになります。

（３）教育活動サポーターの保険料について

　　　○　社会福祉協議会が取り扱っているボランティア保険をお勧めします。

掛け金は、一人３５０円（平成２９年度より）です。もし、不足が生じる場合は、消耗品費から流用して支払ってください。（事前にご連絡ください。）　
（４）消耗品費について

　　 ○　活動に必要な消耗物品に限ります。特に以下のことについてご留意ください。
　　　　・口にする飲食物や個人に返る工作キットなどは、消耗品費から支払わず、個人負担とする。
　　　　　ただし、運営委員会などの会議で必要なお茶代程度は、補助対象とする。

　　　　　＊品目名はただのお茶代とせず、運営委員会お茶代、実行委員会お茶代としてください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　・料理、生け花、お茶教室などで使う材料は、個人負担とする。ただし、最小限必要な指導者用材料については、補助対象とする。　
○　単価１万円を超える物品は備品扱いになり、消耗品費からは購入できません。
　（５）原則として項目間の流用は認められていません。ただし、予定外の出費等が生じた場合は、謝金以外からの流用は若干（予算額の２０％以内）の範囲内で認めています。事前に相談ください。
４　その他

　　活動日誌（①活動日時　②活動内容　③教育活動サポーター名　④参加児童数　⑤活動の様子や気
付いたこと）の記載をお願いします。５年間の保存となります。鉛筆書き不可です。







